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す
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東京歯科大学同窓会会報

前
号
に
て
一
部
速
報
し
た
如
く
、
本
会

々
段
、
日
本
歯
科
医
師
会
専
務
援
事
の
鹿

島
俊
雄
君
は
、
去
る
一
月
十
三
日
付
を
以

っ
て
、
母
校
講
師
に
就
任
さ
れ
た
。
教
授

会
に
於
い
て
も
満
場
一
致
同
君
の
講
師
、

就
任
を
決
し
、
四
月
か
ら
の
新
学
年
に
開

議
さ
れ
る
同
君
の
社
会
歯
科
学
講
義
は
今

か
ら
学
内
挙
げ
て
期
待
し
て
い
る
所
で
あ

る。
同
君
は
昭
和
二
十
年
よ
り
十
四
年
の
長

期
間
本
会
幹
事
と
し
て
在
任
、
昭
和
二
十

四
年
四
月
か
ら
現
在
ま
で
母
校
評
議
員
ま

た
昭
和
二
十
六
年
四
月
よ
り
現
在
ま
で
市

川
病
院
顧
問
と
し
て
母
校
発
展
の
た
め
献

身
的
な
貢
献
を
尽
さ
れ
、
外
に
あ
っ
て
は

日
本
歯
科
医
師
会
専
務
理
事
を
始
め
、
社

会
保
田
陣
制
度
審
議
会
委
員
、
中
央
社
会
保

険
医
療
協
議
会
委
員
と
し
て
、
社
会
保
険

制
度
、
社
会
保
険
医
療
制
度
を
大
い
に
改

昭殉34霊f3月30日( 1 ) 

草
す
る
抱
負
を
持
し、

歯
科
界
の
代
表
と

し
て
縦
横
の
活
躍
を
展
開
し
て
い
る
。

今
臼
我
が
国
で
、
社
会
歯
科
学
を
講
義

す
る
に
は
正
に
第
一
人
者
で
あ
る
。

同
君
は
ま
た
、
稀
に
見
る
優
れ
た
政
治

性
の
所
有
者
で
、
日
本
歯
科
医
師
政
治
連

盟
は
同
君
を
、
参
院
全
国
区
単
一
推
薦
候

補
者
と
し
て
打
ち
出
し
て
い
る
。
同
君
の

自
民
党
入
党
に
際
し
て
は
、
大
野
副
総
裁

は

「
同
君
の
入
党
は
大
い

に
歓
迎
す
る
所

で
あ
る
」
と
喜
ば
れ
、
来
る
六
月
の
参
院

選
に
は
同
党
公
認
全
国
区
候
補
者
に
決
定

さ
れ
て
い
る
。

本
会
々
員
、
日
本
歯
科
医
師
会
常
務
理

時
宮
下
一
郎
君
は

「
鹿
島
君
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
歯
科
医
界

を
代
表
す
る
人
物
と
し
て
最
適
格
者
だ
と

信
ず
る
。
否
む
し
ろ
彼
の
積
極
果
敢
な
性

絡
は
既
に
政
治
家
と
し
て
の
条
件
を
自
ら

備
え
て
い
る
点
、
総
て
の
国
民
を
代
表
す

る
に
相
応
し
い
人
材
だ
と
い
え
る
。
恐
ら

く
当
選
す
れ
ば
、
国
会
の
槍
舞
台
で
思
っ

た
こ
と
を
ズ
パ
リ
と
や
っ
て
の
け
る
だ
け

の
勇
気
と
、
勤
勉
さ
が
あ
る
と
信
じ
て
い

る
」
と
絶
讃
し
て
い
る
。
政
界
読
物
一
一
一
月

号
紙
上
に
も
「
積
極
果
敢
な
行
動
派
、
信

念
に
生
き
る
人
材
」
と
人
物
評
が
あ
り
、

と
も
あ
れ
、
母
校
に
取
っ
て
も
同
君
談
師

就
任
は
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。

内

鹿

、
島

君

歴

履

本
籍
地

現
住
所

東
京
都
墨
田
区
太
平
町
一
丁
目
十

一
番
地
の
七

千
葉
県
市
川
市
八
幡
町
四
丁
目
一
二
一
一
四
番
地

鹿

島

俊

雄

明
治
四
十
年
五
月
二
日
生
(
五
一
才
)

一
、
学
歴
及
弥
号

L

東
京
歯
科
医
学
専
門
学
校
卒
業

Z

慶
応
義
教
大
学
医
学
部
よ
り
医
学

博
士
の
学
位
受
領

&

国
際
歯
科
学
士
院
(
本
部
米
国
〉

会
員
の
推
薦
を
受
け
、
F
I
C
D

の
稔
号
受
領

ι
米
国
ア

1
カ
ン
ソ
1
州
リ
ト
ル
ロ

ア
ク
市
名
誉
市
民
の
推
薦
を
受
く

二
、
公
職
そ
の
他

L

日
本
歯
科
医
師
会
専
務
理
事
就
任

。ぃ

日
本
歯
科
医
師
政
治
連
盟
理
事
長

就

任

昭

和

二

十
八
年
四
月
よ
り
現
在
に
至
る

払

ア
ジ
ア
太
平
洋
歯
科
会
議
副
議
長
昭
和
一
一
一
十
年
六
月
よ
り
現
在
に
至
る

ι
社
会
保
障
制
度
審
議
会
委
員
昭
和
三
十
二
年
十

一
月
よ
り
現
在
に
至
る

ふ

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
委
員
昭
和
三
十
年
五
月
よ
り
現
在
に
至
る

ふ

臨
時
医
療
保
険
審
議
会
委
員
昭
和
三
十
年
五
月
よ
り
現
在
に
至
る

れ

厚

生

統

計

協

議

会

委

員

昭

和

二

十

八

年

四

月
よ
り
現
在
に
至
る

&

死
体
解
剖
資
格
審
査
委
員
会
委
員
昭
和
二
十
八
年
四
月
よ
り
現
在
に
至
る

仏

学
校
法
人
目
出
学
園
理
事
昭
和
二
十
三
年
四
月
よ
り
現
在
に
至
る

日

東

京

歯

科

大

学

評

議

員

昭

和

二

十

四

年

四

月
よ
り
現
在
に
至
る

日

東
京
歯
科
大
学
市
川
病
院
顧
問
昭
和
二
十
六
年
四
月
よ
り
現
在
に
至
る

そ
の
他

三
、
諸
外
国
出
張
経
歴

L

東
南
ア
ジ
ア
訪
問
日
本
歯
科
使
節
団
長
と
し
て

フ
イ
リ
ッ
ピ
シ
。
タ
イ
。
ピ
ル
マ
。
ホ
シ
コ
ン

各

国

訪

問

(

昭

和

三

十

一

年

四

月

)

2
.

第
二
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
歯
科
会
議
副
議
長
と
し

て
フ

イ
リ
ッ
ピ
シ
マ

ニ
ラ

市

に

出

張

(

昭

和

三

十

三

年

三

月

〉

四
、
政

治

経

廃

し

政
党
所
属
。
自
由
民
主
党

つい
日
本
歯
科
医
師
政
治
連
盟
理
事
長
と
し
て
公
職
選
挙
対
策
を
掌
握
し
現
在

に
至
る

昭
和
三
十
二
年
一
月
日
本
歯
科
医
師
政
治
連
盟
総
会
に
於
て
昭
和
三
十
四

年
に
於
け
る
参
議
院
選
挙
に
全
国
単
一
推
薦
候
補
と
し
て
決
定
さ
れ
現
在

に
至
る

昭
和
八
年
三
月

昭
和
二
十
八
年
八
月

昭
和
三
十
二
年
一

月

昭
和
三
十
二
年
四
月

昭
和
二
十
八
年
四
月
よ
り
現
在
に
至
る

3. 

x 

× 

x 

x 

× 

X 

× 

X 

x 

× 

× 

× 

× 

X 

× 

花

見

集

σコ

来
る
四
月
十
一
日

(土〉

午
後
二
時
よ

り
母
校
市
川
、運動
場
に
て
教
職
員
全
員
参

加
の
も
と
に
「
花
見
の
会
」

が
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
決
定
致
し
ま
し
た
。

同
窓
各
位
の
御
家
族
連
れ
で
の
御
参
加

も
歓
迎
す
る
こ
と
に
相
成
っ
て
居
り
ま
す

の
で
、
御
賛
同
の
方
は
、
左
記
次
第
に
て

来
る
四
月
八
日
迄
に
御
申
し
込
み
下
さ
る

様
御
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

一
、
日

時

四

月
十
一
日
(
土
問
曜
日
)
午

後
二
時

一
、
場
所

市
川
市
菅
野

東
京
歯
科
大

学
運
動
場
〈
市
内
涌
環
東
歯

大
前
下
車
)

一
、
会

費

一

名

三

百

円

一
、
申
込
先
東
京
都
千
代
田
区
神
田
三

崎
町
東
京
歯
科
大
学
問
窓

会

(
晴
雨
に
拘
ら
ず
挙
行
)

な
お、

準
備
の
都
合
上、

申
込
用
紙
は

薬
害
御
利
用
の
上、

人
員
の
明
記
を
お

願
い
致
し
ま
す
、
御
同
伴
の
小
児
は
会

費
不
用× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

x 

× 

× 

× 

× 

× 

× 
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就
職
希
望
の
方

医
買
を
お
求
め
の
方
え
グ

七
八
名
を
迎
う

去
る
三
月
二
十
五
日
、
第
六
十
四
回
卒

業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、

一
五
三
名
の

諸
君
が
芽
出
度
く
卒
業
証
書
を
授
与
さ
れ

た。
越
え
て
二
十
七
日
東
京
歯
科
大
学
衛
生

士
学
校
の
卒
業
式
が
挙
行
せ
ら
れ
、
二
十

五
名
の
諸
般
が
卒
業
証
書
を
授
与
さ
れ

た。
本
会
は
、
こ
れ
等
新
卒
業
生
を
祝
し
、

三
月
二
十
四
日
午
後
三
時
よ
り
母
校
に
於

て
、
新
入
会
員
歓
迎
会
を
行
っ
た
。

(
詳
細
は
次
号
)
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五
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区

四
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台
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一
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六
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五
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九
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O
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人
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就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
、
あ
る
い
は
、

医
民
、
特
に
新
卒
業
生
を
、
お
求
め
の
方

は
、
出
来
る
だ
け
詳
し
く
希
望
条
件
を
記

し
て
、
至
急
、
長
尾
教
授
ま
で
御
連
絡
下

さ
い
。歯

科
衛
生
士
を
お
求
め
の
方
は
、
同
様

希
望
条
件
を
明
記
の
上
、
関
根
教
授
ま
で

至
急
御
連
絡
下
さ
い
。

鹿
島
俊
雄
後
援
会

全
国
各
地

に
続
々

結
成

各
県
単
位
、
あ
る
い
は
グ
ル

ー
プ
単
位

に
、
鹿
山
俊
雄
後
援
会
が
続
々
誕
生
し
て

い
る
。
叉
、
同
君
自
民
党
入
党
な
ら
び
に

同
党
参
院
全
国
区
公
認
候
補
決
定
以
後
岐

阜
県
歯
科
医
師
会
、
同
政
治
連
問
の
尽
力

に
よ
り
、
岡
県
臼
民
党
支
部
連
合
会
よ
り

全
国
区
公
認
候
補
者
中
特
別
に
推
薦
、
強

力
に
支
持
と
の
決
定
あ
り
、
千
葉
県
は
先

に
決
定
し
て
お
り
、
宮
崎
、
大
分
も
、
地

元
歯
科
医
師
会
の
特
別
な
間
厳
に
よ
っ
て

同
党
県
連
か
ら
推
薦
を
受
け
る
模
嫌
で
あ

る。
新
会
員

(
三
面
よ
り
つ
い
ふ
く
)

は
酒
煙
草
は
口
に
し
な
か
っ
た
が
、
日
露

戦
争
頃
よ
り
酒
煙
草
の
味
を
覚
え
有
名
な

大
酒
豪
と
な
ら
れ
た
。
そ
の
頃
芝
鳥
森
に

「
浜
の
家
」
と
い
う
待
合
が
あ
っ
て
、
金

杉
英
五
郎
先
生
等
と
奥
村
先
生
も
同
行
し

て
酒
席
の
腕
を
蹴
聞
か
れ
た
。
現
日
本
歯
科

医
師
会
長
佐
藤
運
機
先
生
も
御
仲
間
と
思

え
ノ
。

大
正
初
期
に
歯
科
学
講
義
録
十
二
冊
が

歯
科
学
報
社
よ
り
出
版
さ
れ
学
校
の
財
源

は
充
実
し
て
来
て
、
大
正
九
年
私
立
東
京

商
科
医
学
専
門
学
校
は
血
脇
先
生
よ
り
土

地
建
物
保
械
標
本
図
書
等
約
四
十
九
万
円

が
提
供
さ
れ
、
財
団
法
人
東
京
歯
科
医
専

と
な
り
同
窓
校
友
の
母
校
愛
の
結
品
浄
財

寄
附
行
為
に
依
り
、
関
東
大
震
災
戦
災
を

受
け
た
が
今
日
の
大
学
院
設
置
の
東
京
歯

科
大
学
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

血
脇
先
生
は
慶
応
出
身
で
も
あ
っ

た
が

あ
の
風
格
識
見
で
政
界
財
界
に
知
己
友
人

が
多
く
、
近
衛
篤
磨
公
の
政
治
結
社
桜
田

倶
楽
部
の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
。
同
志
は

明
治
大
正
昭
和
に
亘
る
政
界
の
名
士
が
多

く
、
尾
崎
行
雄
、
犬
養
毅
、
島
田
三
郎
、

花
弁
卓
造
、
小
川
平
吉
、
金
杉
英
五
郎
、

木
下
謙
次
郎
、
工
藤
鉄
男
等
々
で
あ
っ

た。
桜
田
倶
楽
部
の
宴
会
が
芝
の
紅
葉
館
で

催
さ
れ
た
時
に
、
メ
ン
バ

ー
の一

人
後
に

国
務
大
臣
に
な
っ
た
人

(
名
は
秘
す
)
と

政
談
中

「
血
脇
歯
医
者
の
く
せ
に
だ
ま
れ

」
と
言
わ
れ
、
そ
の
人
に
お
膳
を
た
た
き

つ
け
て
、
拳
固
を
加
え

「
血
脇
個
人
の
侮

辱
は
我
慢
す
る
が
、
歯
科
医
を
侮
辱
さ
れ

た
の
は
我
慢
が
出
来
ぬ
」
と
仲
裁
が
あ
っ

て
収
っ
た
。
血
脇
先
生
の
面
目
隠
如
た
る

も
の
が
あ
る
。

木
下
謙
次
郎
先
生
は
こ
の
頃
血
脇
先
生

と
兄
弟
も
及
ば
ぬ
親
友
と
な
り
学
校
の
理

事
と
な
ら
れ
永
く
学
校
の
発
展
に
御
骨
折

り
下
さ
っ
た
。

(以
下
次
号
〉
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る

。

物

は

な

か

な

か

見

つ

か

ら

な

い

。

血

脇

、
一
長
く
無
銭
滞
在
し
毎
日
朝
か
ら
大
酒
呑
み

血
脇
先
生
は
沢
田
半
之
助
(
奥
村
先
生
一
奥
村
両
先
生
が
神
田
方
面
の
貸
建
物
を
探
一
で
奥
様
の
御
脊
労
は
想
像
も
つ
か
な
い
。

の
岳
父
〉
寺
田
某
氏
二
人
の
媒
酌
で

二
十
一索
中
、
吾
孫
子
出
身
の
小
川
町
の
「
今
文
一
明
治
三
十
七
年
三
崎
町
の
現
電
車
通
り

一

郎

九

才

に

し

て

、
数
年
前
故
人
と
な
ら
れ
た
一
」
牛
肉
屋
(
、
平
丈
森
和
士
口
氏
)
に
立
寄
り
一
が
道
路
拡
張
の
た
め
、
血
脇
先
生
所
有
の

一
建
物
探
し
の
話
を
す
る
と
、

今
文
の
御
世
一
土
地
建
物
の
一
部
が
東
京
市
に
二
千
円
で

-

一

広
瀬
武
郎
先
生
(
元
日
本
・
歯
科
医
師
会
理
一
}

、
l
I

一

伝
一
一
一
一
一
…
時
間
一
町
村
山
一
一
一
日
立
助
先
生
の

一…
同
一
一
肌
川
町
幻
品
目
討
し
り
れ
、

一
事
)

の
御
令
妹
二
十
二
才
の
ソ
デ
子
さ
ん

一計

即

日

立

恥

い

時

叫

時

臨

ん

匂

一

日

付
則
吋
抗
日
時
そ
ば
一
杯
が
一
銭

昭
和
五
年
頃
、
隠
岐
伶
蒋
ガ
が
資
料
を

一

三

条
滞
在
中
に
田
原
利
ド
ク
ト
ル
(
杉
一
と
結
婚
さ
れ
た
。
こ
の
奥
織
が
内
助
の
功
一
半
年
に
し
て
大
成
巾
学
の
一
部
を
借
り
て

一

血
脇
先
生
は
直
ち
に
奥
村
先
生
を
呼
ん

調
査
蒐
集
さ
れ
た
が
発
刊
さ
れ
ぬ
ま
L

弘一

山
不
二
博
士
岳
父
)
と
別
交
を
結
び
将
来
一
尽
大
で
、
野
口
博
士
の
遊
興
費
の
尻
民
ひ
一
移
転
、
間
も
な
く
今
文
よ
り
三
千
円
借
金一

で
そ
の

二
千
円
を
与
え
て
渡
米
し
米
口
の

ら
く
母
校
の
金
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
る
と

一
を
語
り
合
い
、
談
た
ま
た
ま
先
生
の
抱
負
一
渡
米
費
の
工
面
等
々
は
有
名
す
ぎ
る
程
有

一
し
て
、
当
時
は
ま
だ
省
線
電
車
も
走
っ
て
一
歯
科
教
育
歯
科
医
政
の
調
査
を
命
じ
ら
れ

思
う
。
も
し
血
脇
伝
が
出
版
さ
れ
れ
ば
、
一
に
及
び
先
生
は
政
治
家
を
志
し
た
が
閏
原

一
名
で
あ
る
。
現
在
大
田
区
零
ヶ
谷
四
五
二
い
な
か
っ
た
現
在
の
水
道
橋
駅
寄
り
の
角
一
た
。
奥
村
先
生
は
学
校
の
拡
充
費
に
あ
て

母
校
の
沿
革
の
み
な
ら
ず
日
本
の
歯
科
教

一
さ
ん
の
進
言
で
米
国
の
医
界
歯
科
医
界
の

一
の
三
男
加
藤
靖
夫
方
に
八
十
一
才
を
迎
え

一
の
古
色
行
然
た
る
旗
本
屋
敷
風
の
建
物
を
一
る
こ
と
を
主
張
し
た
が
受
け
入
れ
ら
れ
ず

育
史
、
歯
科
医
政
史
に
な
る
と
思
う
。
一

様
子
を
知
り
、
当
時
の
日
本
刀
圭
界
の
現
一
て
御
元
気
に
泊
さ
れ
て
い
る
。
一
買
い
取
、
少
々
改
築
し
て
学
佼
と
住
居
を
一
然
ら
ば
血
脇
先
生
自
身
の
時
代
米
を
主
張
す

本
年
二
月
は
血
脇
先
生
の
十
三
回
忌
に
一
状
か
ら
医
者
の
方
に
は
え
ら
い
人
が
沢
山

一

血
脇
先
生
は
新
婚
の
夢
は
池
上
本
円
寺
一
定
め
ら
れ
た
。
然
し
乍
ら
、
相
変
ら
ず
高
一
る
と
、
俺
の
頭
で
は
だ
め
だ
、
奥
村
お
前

あ
た
り
、
先
般
母
校
で
法
要
が
営
ま
れ
卒

一
居
る
が
、
簡
科
医
の
方
は
少
い
、
商
科
医

一前
の
「
時
機
」
に
結
び
し
も
の
の
、
一
家

一
等
食
客
の
数
は
減
ら
ず
、
工
学
土
建
築
家
一
の
頭
で
な
け
れ
ば
こ
の
調
査
は
出
来
な
い

業
生
は
御
霊
前
に
詣
で
今
後
の
母
校
の
発

一
と
な
っ
て
歯
科
界
の
頭
目
と
な
ろ
う
と
の

一
を
構
え
る
資
力
が
な
く
、
新
婚
夫
婦
は
新

一森
山
松
之
助
(
高
山
紀
斉
先
生
の
義
弟
〉
一
と
い
っ
て
、
是
亦
採
用
さ
れ
ず
遂
に
奥
村

展
を
御
替
い
し
た
の
で
あ
る
。

一決
心
を
し
、
更
に
簡
科
医
と
な
っ
て
資
力
一
橋
際
の
「
集
成
飢
」
(
?
〉

に
住
み
現
在
一

一
二
井
物
産
の
重
役
と
な
っ
た
石
川
氏
が
外

一先
生
は
渡
米
ペ
ン
シ
ル
ベ
エ
ニ
ア
大
学
に

出
脇
守
之
助
伝
に
は
、
奥
村
、
花
沢
、

一
を
蓄
え
政
界
に
出
馬
す
る
希
望
を
抱
い
て
一
の
ア
パ
ー
ト
生
活
の
境
遇
で
あ
っ
た
。
新

一
国
人
た
る
夫
人
同
伴
で
宿
泊
し
た
り
、
他

一留
学
さ
れ
、
勉
学
傍
ら
米
国
の
歯
科
教
育

早
川
、
水
野
先
生
が
登
場
し
更
に
野
口
英

一
上
京
し
た
。
高
山
歯
科
医
学
院
に
掌
び
仲
間

一婚
半
年
位
で
奥
様
が
側
に
在
つ
て
は
仕
事

一
四
人
程
が
全
部
無
銭
食
客
で
、
奥
様
は
借

一
歯
科
医
政
を
研
究
報
告
し
た
。
こ
の
資
料

世
惇
土
が
加
わ
り
立
志
伝
小
の
亀
鑑
と
な

一
科
医
と
な
り
、
前
師
と
な
っ
て
陶
科
界
へ
一
に
も
家
計
に
も
支
陣
が
あ
る
と
い
う
の
で

一金
取
り
の
申
訳
応
接
が
日
課
で
あ
っ
た
と

一
が
日
本
の
歯
科
界
に
貢
献
し
た
こ
と
甚
大

り
教
育
資
料
と
も
な
る
と
思
う
。

一
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

一
先
生
の
実
家
吾
孫
子
の
松
島
屋
に
預
け
ら

一
い
う
。

一
で
あ
る
。
明
治
三
十
九
年
秋
帰
朝
さ
れ
て

血
脇
先
生
は
千
葉
県
吾
孫
子
の
加
藤
家

一

高
山
歯
科
医
学
院
時
代
の
玄
関
番
が
昨

一
れ
た
話
で
あ
る
が
、
現
代
か
ら
考
え
る
と
一
奥
村
先
生
は
血
脇
家
の
一
窒
で
勉
強
し

↑
教
鞭
を
取
ら
れ
、
明
治
四
十
年
専
門
学
校

に
生
れ
、
長
し
て
血
脇
家
を
再
興
相
続
な
一
年
物
故
さ
れ
た
石
塚
三
郎
先
生
で
、
福
品

一相
像
も
つ
か
な
い
話
で
あ
る
。
半
年
位
し
一
夜
間
は
学
校
の
講
師
を
務
め
た
。
ラ
イ
オ

一
と
な
り
教
授
と
な
っ
た
。

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
加
藤
家
は
松
島
尾
と

一
県
会
津
計
松
に
出
張
診
療
中
、
渡
辺
ド
ク
一
て
芝
の
芥
川
歯
科
医
が
来
て
、
金
策
協
議

一
ン
の
故
緑
川
宗
作
先
生
の
茶
呑
み
話
に
よ
一
専
門
学
校
創
立
当
時
、
血
脇
先
生
の
幼

称
し
代
々
水
戸
徳
川
家
の
本
陣
で
、
御
背

一
ト
ル
宅
で
知
り
合
い
と
な
っ
た
野
口
清
作

一
の
結
果
苔
係
子
の
先
生
の
友
人
で
村
長
飯

一
る
と
、
卒
業
謝
恩
会
の
福
引
の
題
に
奥
村

一
少
の
頃
お
守
り
を
し
て
、
背
中
に
小
使
を

父
は
幕
末
剣
答
者
済
藤
咋
九
郎
執
の
判
的
顕

一
青
年
(
後
の
英
世
博
士
〉
が
先
生
を
似
り

一
塚
喜
右
エ
門
氏
よ
り
軍
事
公
債
百
円
券
二
一
先
生
と
出
た
、
景
品
は
大
根
一
本
、
心
は

一
ひ
っ
か
け
ら
れ
た
人
が
、
学
校
の
小
使
い

を
務
め
上
野
彰
義
隊
に
参
加
し
た
御
仁
で

一
上
京
し
た
崎
、
月
給
八
刊
よ
り
野
口
青
年
一
枚
を
借
用
し
、
担
保
と
し
て
銀
行
よ
り
借

一代
議
一
方
と
い
う
説
明
の
あ
っ
た
程
、
休
一
に
な
っ
て
来
て
い
た
。
熊
吉
と
い
う
人
で

あ
る
。
先
生
は
吾
孫
子
で
普
通
教
育
を
修

一
に
四
円
を
与
え
て
勉
強
さ
せ
た
話
は
有
名
一
金
し
、
芝
の
松
坂
町
に
新
世
帯
を
設
け
る

一
講
の
時
は
代
議
専
門
で
み
っ
た
こ
と
で
先

一
非
常
に
ユ

ー
モ
ア
で
誠
実
で
勤
勉
な
人
で

め
、
青
申
書
の
志
を
抱
い
て
上
京
さ
れ
、
初

-
で
あ
る
。

一
こ
と
に
な
っ
た
。
家
賃
が
七
円
五
十
銭
、
一
生
が
如
何
に
勤
厳
な
勉
強
家
で
あ
っ
た
こ

一
あ
っ
た
。
皆
か
ら
、
熊
さ
ん
熊
さ
ん
と
親

め
に
本
郷
真
砂
町
辺
の
英
語
訟
で
英
語
を

一

奥
村
先
生
は
神
奈
川
県
秦
野
に
生
れ
、
一
所
帯
道
具
が
三
十
円
を
要
し
た
と
は
夢
の

一
と
が
う
か
が
え
る
。

一
し
ま
れ
学
校
の
人
気
の
小
使
さ
ん
で
、
熊

学
ん
だ
。
こ
の
時
同
級
生
の
山
形
県
米
沢
一
高
山
歯
科
医
学
院
に
、
麻
布
の
寺
に
広
島

一
様
な
話
で
あ
る
。
松
坂
町
の
新
世
帯
に
は
一
奥
村
先
生
は
学
校
拡
充
の
資
力
を
得
る

一
さ
ん
文
学
熊
さ
ん
哲
学
が
、
放
課
後
な
ど

出
身
の
池
田
成
彬
氏
(
慶
大
教
授
池
田
潔

一
の
故
人
藤
井
十
太
先
生
と
下
宿
し
て
通
学

一
食
客
寄
生
と
し
て
、
野
口
清
作

・
渡
辺
重
一
た
め
に
、
当
時
吾
が
国
に
歯
科
の
教
科
書
一
青
春
の
青
年
達
に
固
ま
れ
て
、
開
味
あ
る

君
の
父
)
と
終
生
の
盟
友
を
結
び
、
共
に

一
し
、
卒
業
後
横
浜
の
開
業
医
の
医
局
員
と
一
文
(
兵
庫
〉
中
村
重
敬
(
秋
田
)
奥
村
鶴
一
参
考
書
が
な
か
っ
た
の
で
、
血
脇
先
生
と

一指
導
が
一
席
き
わ
ど
い
寸
前
ま
で
語
れ
る

慶
応
義
塾
に
入
学
し
て
現
在
の
東
京
劇
場

一
し
て
勤
務
し
て
い
た
。
横
浜
開
業
医
の
氏
一
士
口
等
で
、
奥
様
は
嫁
入
の
衣
類
を
売
り
払
一
毎
夜
十
二
時
過
ぎ
ま
で
、
編
纂
に
努
力
さ
一
の
で
あ
っ
た
。
戦
前
は
学
校
の
忘
年
会
が

の
前
辺
の
炭
屋
の
二
階
に
一
緒
に
下
宿
し

一名
は
血
脇
大
奥
様
も
失
念
さ
れ
て
思
い
出

一
い
家
計
の
資
力
と
し
た
が
、
目
差
し
と
サ

一
れ
、
明
治
三
十
三
年
「
新
基
歯
科
学
」
六

一
毎
年
血
脇
先
生
の
お
よ
ば
れ
で
あ
っ
た
。

て
、
現
準
露
加
病
院
の
所
に
あ
っ
た
慶
応

一
せ
な
い
由
で
あ
る
。

一
ツ
マ
汁
が
最
高
の
食
事
と
は
カ
ロ
リ
ー
も

一冊
も
の
を
出
版
さ
れ
、
非
常
に
売
れ
て
こ

一
そ
ん
な
と
き
も
先
生
は
学
校
の
教
授
遠
に

に
通
学
し
た
。
卒
業
後
新
向
記
者
と
な
っ

一

血
脇
先
生
は
奥
村
学
生
の
在
学
中
よ
り

一
ビ
タ
ミ
ン
も
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
子

一
の
利
益
が
財
源
と
な
っ
て
東
京
歯
科
医
学

一
は
目
も
く
れ
ず
小
使
の
と
こ
ろ
に
い
っ
て

た
が
間
も
な
く
眼
疾
を
患
ひ
、
療
養
の
た

一
非
風
の
青
年
と
認
め
て
居
っ
た
が
、
こ
の

一
供
が
生
れ
て
健
康
上
一
時
大
森
に
住
居
を

一院
は
拡
充
さ
れ
た
。
然
乍
ら
血
脇
家
に
は

一
さ
し
む
か
い
で
飲
ん
で
日
常
の
労
を
い
た

め
郷
里
吾
孫
子
に
転
地
し
て
余
暇
に
新
聞

一
横
浜
の
開
業
医
の
下
で
、
あ
ら
た
め
て
凡
一
構
へ
ら
れ
た
話
も
あ
る
。
一
前
述
の
通
り
高
等
無
銭
居
候
が
多
く
、
著
一
わ
っ
て
い
た
。
先
生
の
モ
ッ

ト
ー
と
し
て

取
次
席
を
営
み
一
年
余
り
で
新
潟
県
三
条

一庸
な
ら
ざ
る
青
年
歯
科
医
奥
村
鶴
吉
を
見
一
明
治
三
十
三
年
に
先
生
が
高
山
歯
科
医
一
述
中
両
先
生
の
夜
食
は
サ
ツ
マ
イ
モ
ニ
切

一
い
た
家
族
主
義
が
、
ょ
く
に
じ
み
出
て
い

の
中
等
教
民
に
就
職
し
た
。

一
い
出
し
、
高
山
歯
科
医
学
院
に
招
隠
し
一
学
院
を
継
承
さ
れ
、
東
京
歯
科
医
学
院
を

一
が
最
高
の
慰
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
聞
も

一
た。

一
方
池
田
成
彬
さ
ん
は
三
井
銀
行
に
就

一
た
。
明
治
三
十
二
年
奥
村
先
生
十
八
才
の

一
設
立
す
る
こ
と
に
な
り
、
率
夫
善
四
郎
君
一
な
く
前
の
金
主
主
ロ
孫
子
の
飯
塚
氏
が
友
人

一

血
脇
先
生
は
東
京
歯
科
医
学
院
開
設
前

職
し
三
井
銀
行
取
締
役
と
な
り
、
母
校
が

一時
と
一
言
う
、
現
今
の
高
校
生
の
年
令
で
お

一
が
毎
日
神
田
方
面
を
探
し
た
が
適
当
な
建
一
と
大
成
中
学
に
入
学
す
る
子
供
同
伴
で
、

一

(
二
面
へ
つ

r
く
)

血

脇

先

生

と

奥

村

先

生

去
の

中

井

武



日回

選

挙

運

動

後

援

会

初

一

選
挙
運
動
は
、
選
挙
期
日
の
告
一
示
が
あ
一
後
援
会
組
織
に
つ
い
て
考
え
て
見
る
。

月
一

り
、
立
候
補
の
届
出
を
し
た
後
で
な
け
れ

一
候
補
者
の
資
金
面
の
後
盾
と
な
る
た
め
、

引い一

ば
出
来
な
い
。
立
候
械
の
届
出
前
に
選
挙
十
社
会
活
動
を
助
け
る
た
め
後
援
す
る
会
を

u
一
運
動
を
す
る
こ
と
は
、
事
前
、
運
動
と
し
て

一
結
成
す
る
。
こ
れ
が
現
在
非
常
に
沢
山
出

m
一
禁

止

さ

れ

て

い

る

。

一

来

て

い

る

。

こ

れ

が

選

挙

運

動

に

な

ら

な

目
-

選
挙
運
動
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
法
律

一
い
か
ど
う
か
?
社
会
的
活
動
を
助
け
る
と

上
明
確
な
規
定
は
な
い
が
、
従
来
の
判
例
一
云
う
事
は
公
織
選
挙
法
と
関
係
比
な
い
。
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正
し
い
選
挙
を
強
力
に
行
う
に
は

今
年
は
参
議
院
議
員
選
挙
、
地
方
選
挙

と
、
正
に
選
挙
の
年
で
あ
る
。

我
が
同
窓
会
員
か
ら
も
、
日
本
歯
科
医

師
政
治
連
出
か
ら
の
単
一
推
薦
族
補
と
し

て
、
自
民
党
参
議
院
選
挙
全
国
候
補
と
し

て
決
定
発
表
さ
れ
た
鹿
島
俊
雄
君
が
推
薦

さ
れ
、
出
馬
を
決
意
さ
れ
た
の
を
始
め
と

し
て
、
地
元
選
挙
に
も
多
数
の
立
候
補
が

出
馬
さ
れ
る
見
込
で
あ
る
。

現
在
、
本
会
宛
通
報
の
あ
っ
た
立
候
補

予
定
者
の
諸
君
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

東
京
都
議
会
大
村
太
子
二
君
。
東
京

中
央
区
議
会
塙
真
一
君
、
東
京
板
橋
区

議

会

三

沢

喜
久
雄
君
、
東
京
北
区
議
会

青
山
政
行
君
、
神
奈
川
県
議
会
神
野
長

太
郎
君
、
横
浜
市
議
会
小
西
憲
作
君
、

横
浜
市
議
会
庄
司
清
夫
君
、
千
葉
県
議

会

井

上

裕

君
、
千
葉
県
佐
倉
市
議
会

宮
下
寅
之
進
若
、
熊
本
県
免
田
町
議
会

本
国
憲
男
君

そ
の
他
順
次
本
会
宛
通
報
が
来
る
こ
と

と
予
想
し
て
い
る
。

本
会
は
、
こ
の
年
を
迎
え
、
去
る
二
月

二
十
二
日
、
第
七
十
四
回
例
会
に
際
し、

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
の
富
田

E
則
氏

を
煩
わ
し
、

一
時
間
三

O
分
に
亘
り
「
正

し
い
選
挙
の
話
」
と
題
し
祥
細
に
渉
っ
て

講
演
を
伺
っ
た
。

同
氏
の
講
演
の
内
容
を
抄
録
し
て
正
し

い
選
挙
を
強
力
に
行
う
に
は
と
題
し
御
参

考
に
供
す
る
次
第
で
あ
る
。

学
説
等
か
ら
「
特
定
の
選
挙
に
つ
き
、
特

定
の
公
職
の
候
補
者
の
当
選
を
目
的
と
し

て
、
投
票
を
得
若
し
く
は
得
さ
せ
る
た
め

に
直
接
叉
は
間
接
に
必
要
か
つ
有
利
な
一

切
の
行
為
」
で
あ
る
と
云
え
る
。

こ
れ
を
具
体
的
に
云
う
と

ω
選
挙
が
特
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

こ
れ
は
選
挙
期
日
が
告
示
さ
れ
た
場
合

に
お
い
て
は
勿
論
で
あ
る
が
、
そ
の
期
日

が
確
定
し
な
く
て
も
、
社
会
通
念
上
そ
れ

が
ど
の
選
挙
を
目
指
し
て
い
る
か
が
認
め

ら
れ
れ
ば
、
や
は
り
選
挙
が
特
定
し
て
い

る
と
い
え
る
。

ω
特
定
人
の
当
選
を
目
的
と
し
て
い
る

」
F

」

L
L

。

す
な
わ
ち
、
特
定
人
が
そ
の
選
挙
に
当

選
し
、
当
選
さ
せ
又
は
特
定
人
の
当
選
を

有
利
に
導
く
た
め
他
の
人
の
当
選
を
得
さ

せ
ま
い
と
す
る
よ
う
な
、
目
的
が
あ
る
こ

と。ω
選
挙
人
に
対
し
て
働
き
か
け
る
行
為

が
あ
る
。

選
挙
運
動
の
概
念
は
、
以
上
の
よ
う
な

コ
一
つ
の
要
素
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る

も
の
と
云
え
る
。
こ
の
う
ち
、
働
き
か
け

の
行
為
が
一
番
問
題
に
な
る
。

以
上
の
三
つ
の
要
素
が
な
け
れ
ば
選
挙

運
動
に
な
ら
な
い
。
従
っ
て

「皆
ん
な
授

票
し
ま
し
ょ
う
、
E
し
い
選
挙
を
し
ま
し

ょ
う
」
と
云
う
の
は
、
選
挙
運
動
で
は
な

機
関
紙

よ
く
問
題
に
な
る
の
は
尚
庖
会
の
連
合

会
等
の
機
関
紙
で
あ
る
9

総
会
で
決
定
し
た
事
を
紙
面
に
戴
せ
、

同
時
に
特
定
の
人
を
会
で
推
薦
し
た
こ
と

も
紙
上
に
戴
る
。
こ
れ
は
通
常
の
こ
と
で

あ
り
.
認
め
ら
れ
て
い
る
。
記
事
と
し
て

戴
る
の
は
良
い
、
し
か
し
そ
の
後
で
、
特

定
の
人
の
名
を
挙
げ
て
技
票
一
依
頼
行
為
が

戴
っ
て
い
て
は
い
け
な
い
、
通
常
性
を
欠

い
て
は
い
け
な
い
。
従
っ
て
、
ニ
ュ
ー
ス

評
論
、
事
実
の
報
導
と
し
て
機
関
紙
に
戴

る
こ
と
は
良
い
が
、
こ
れ
も
常
よ
り
印
刷

枚
数
が
多
く
な
れ
ば
、
こ
の
点
も
通
常
性

推
薦
依
頼
行
為

こ
れ
は
技
票
依
頼
行
為
で
は
な
い
。
こ

れ
も
見
ず
知
ら
ず
の
所
え
依
頼
す
れ
ば
違

反
行
為
で
あ
る
が
、
師
弟
、
親
戚
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
で
あ
れ
ば
選
挙
運
動
と
は
看
な
さ

れ
な
い
。

従
っ
て
、
こ
の
制
約
を
受
け
る
こ
と
は
な

い
。
後
援
会
の
中
で
、
い
ろ
/
¥
計
画
立

案
し
て
も
、
こ
れ
は
選
挙
運
動
で
な
く
立

候
補
し
た
と
き
の
選
挙
運
動
の
準
備
行
為

で
あ
る
。

後
援
会
が
会
員
を
増
そ
う
と
云
う
こ
と

が
問
題
で
あ
る
。
時
期
的
に
見
て
、
会
員

を
広
め
る
こ
と
が
投
票
依
頼
行
為
に
な
ら

な
い
か
ど
う
か
ど
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
場
所
、
方
法
が
問
題
と
な
る
。
例
え

ば
六
月
に
参
院
、
選
挙
が
行
わ
れ
る
と
す
る

と
今
で
は
出
来
な
い
と
云
う
こ
と
に
成
る

全
く
出
来
な
い
か
と
云
う
と
、
そ
う
で
は

な
い
。
日
常
会
話
と
し
て
な
ら
良
い
。

今
度
選
挙
が
あ
る
が
適
当
な
人
は
な
い

か
」
と
電
車
の
中
で
問
わ
れ
た
時
「

0
0

の
後
援
会
が
あ
る
。
入
会
し
な
い
か
」
と

云
う
の
は
違
反
で
な
い
。

日
常
生
活
の
会
話
で
の
資
料
提
供
は
違

反
で
な
い
。
し
か
し
「
今
度

O
O
に一一目前

入
れ
ろ
よ
」
と
云
う
の
は
違
反
で
あ
る
。

を
欠
く
こ
と
与
な
り
違
反
と
な
る
。

許
さ
れ
る
方
法

①

診
療
所
、
自
宅
に
訪
れ
た
患
者
、
客

等
に
投
票
、
運
動
を
依
頼
す
る
こ
と
は
差

し
支
え
な
い
、

①

電
話
に
よ
る
選
挙
運
動
は
出
来
る
。

電
話
で
投
票
、
運
動
を
依
頼
す
る
こ
と
は

何
処
へ
何
回
し
て
も
差
支
え
な
い
。
第
三

者
が
、
何
回
電
話
で
選
挙
運
動
を
行
っ
て

も
出
納
責
任
者
を
通
さ
な
く
て
も
夏
い
。

①

個
々
面
接

街
頭
で
た
ま
た
ま
知
人
と
逢
っ
た
時
、

そ
の
他
乗
物
、
商
府
、
浴
場
各
種
会
合
等

凡
ゆ
る
機
会
に
知
人
に
あ
っ
た
時
、
投
票

や
運
動
を
依
頼
し
て
も
、
演
説
に
な
ら
な

い
挨
拶
程
度
の
も
の
で
あ
れ
ば
差
支
え
な

、
'iv 

④

幕
開
演
説

選
挙
と
関
係
な
く
催
さ
れ
て
い
る
各
種

会
合

(座
談
会
、
婦
人
会
、
町
内
会
同
業

組
合
の
集
会
、
同
窓
会
等
)
の
席
上
、
あ

る
い
は
劇
場
、

工
場
等
の
休
憩
時
聞
を
利

用
し
て
、
自
分
の
支
援
す
る
候
補
者
の
た

め
に
、
挨
拶
を
し
た
り
、
更
に
積
極
的
に

投
票
や
運
動
を
依
粗
相
し
て
も
差
し
支
え
な

'
L
 云

い
換
え
れ
ば
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の

演
説
者
の
演
説
を
聴
取
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
な
い
で
他
の
目
的
の
た
め
参
集
し
た

者
に
、
そ
の
時
間
の
一

部
を
借
り
て
演
説

す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
単
な
る
演

説
と
云
い
、
単
な
る
演
説
は
街
道
で
行
う

も
の
で
な
い
限
り
原
則
と
し
て
は
自
由
に

行
え
る
。

選
挙
中
に
誰
に
で
も
出
来
る
違
反
に
な

ら
な
い
第
三
者
の
行
為
(
即
ち
候
補
者
や

運
動
員
で
な
い
一
般
の
人
の
出
来
る
運

動
)
は
あ
る
。

①
金
口
問
を
与
え
て
、
買
収
す
る
こ
と
は

禁
止
さ
れ
て
い
る
。

①
戸
別
訪
問

何
人
も
選
挙
に
関
し
、
技
票
を
得
若
し

く
は
得
し
め
、
叉
は
得
し
め
な
い
目
的
を

も
っ
て
二
戸
別
訪
問
を
す
る
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
る
。

戸
別
訪
問
の
対
象
と
な
る

場
所
は
通
常
選
挙
人
の
住
宅
で
あ
る
が
、

勤
務
先
の
会
社
の
事
務
室
や
工
場
を
訪
問

し
て
も
住
宅
に
準
じ
て
戸
別
訪
問
と
解
さ

れ
る
。

①
署
名
運
動

投
票
を
得
、
若
し
く
は
得
さ
せ
、
又
得

さ
せ
な
い
目
的
で
選
人
に
対
し
者
名
運
動

を
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
以
上
の
他
、
ポ
ス
タ
ー
推
薦
人

と
な
る
こ
と
は
、
公
務
員
以
外
は
誰
で
も

な
れ
る
。
叉
こ
の
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
の
承

諾
を
得
る
た
め
に
選
挙
人
の
住
所
を
訪
問

す
る
行
為
は
、
た
ど
純
粋
に
そ
の
目
的
だ

け
で
あ
れ
ば
戸
別
訪
問
と
な
ら
な
い
。
し

か
し
、
こ
の
際
投
票
を
依
頼
す
る
行
為
が

あ
れ
ば
違
反
と
な
る
。
〈
文
責
記
者
)

①
応
援
弁
士
の
依
頼
や
「
ポ
ス
タ
ー
等
を

貼
る
の
を
頼
み
に
行
く
こ
と
は
全
々
差
し

支
え
な
い
。
そ
の
場
合
に
直
接
投
棄
を
依

頼
す
る
と
、
個
別
訪
問
と
な
り
違
反
と
な

ス
w

。
①
候
補
者
の
名
義
を
以
て
す
る
法
定
の
新

聞
広
告
に
、
自
分
の
個
人
の
名
前
を
利
用

さ
せ
た
り
、
そ
の
他
政
治
団
体
の
推
薦
を

書
か
せ
た
り
す
る
こ
と
も
差
し
支
え
な
い

①
自
宅
の
室
内
に
て

0
0
0
0
氏
の
当
選

を
祈
る
」
と
か

「
0
0
0
0
氏
を
推
薦
す

る
と
云
う
よ
う
な
貼
紙
を
す
る
こ
と
は
差

し
支
え
な
い
。
但
し
貼
る
場
所
に
よ
っ
て

は
蓬
反
と
な
る
。
客
の
出
入
の
多
い
場
所

に
貼
る
こ
と
は
避
け
な
く
て
は
な
ら
な

E
L
 

禁
止
さ
れ
て
い
る
事
項


